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船舶インシデント調査報告書 

 

                                平成２３年１０月６日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

インシデント種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２３年１月９日 ０４時５０分ごろ 

発生場所 兵庫県香美
か み

町柴山港北方沖  

柴山港灯台から真方位００６°５.６海里付近 

（概位 北緯３５°４５.４′ 東経１３４°４０.７′） 

インシデント調査の経過 平成２３年２月２８日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（神戸事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 はいぱーえこ、４９８トン 

１４１３３０、向島ドック株式会社 

７７.０８ｍ×１１.５０ｍ×７.４３ｍ、鋼 

電動機、７４８kＷ、平成２２年９月  

乗組員等に関する情報 機関長 男性 ４０歳 

四級海技士（機関）内燃 

免 許 年 月 日  平成６年６月２３日 

免 状 交 付 年 月 日  平成２０年９月３日 

免状有効期間満了日  平成２６年６月２２日 

死傷者等 なし 

損傷 なし 

インシデントの経過 

 

本船は、船長及び機関長ほか４人が乗り組み、柴山港北方沖を航行中、

平成２３年１月９日０４時５０分ごろ、操舵室の推進器用電動機操作盤の

警報ランプが点灯すると同時に推進器用電動機が停止し、運航不能となっ

た。 

本船は、最寄りの海上保安部に救助を要請し、京都府舞鶴市舞鶴港にえ
．

い
．
航された。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ４ 

その他の事項 本船は、鋼材運搬船としては日本初の電気推進船であり、中華人民共和

国の造船所で建造され、本インシデントの１か月前に就航した。 

本船は、舞鶴港入港後調査したところ、推進器用電動機を制御するコン

ピューターのＣＰＵ基盤の取付けビスが緩み、同基盤が抜けかかってい

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

本船は、柴山港北方沖を航行中、推進器用電動
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  機を制御するコンピューターのＣＰＵ基盤が差し

込み口から抜けかけて電気接触不良となったこと

から、同電動機が停止した可能性があると考えら

れる。 

建造造船所から電気制御回路の情報が得られな

かったため、ＣＰＵ基盤の電気接触不良と同電動

機停止との因果関係を明らかにすることができな

かった。 

本船は、就航して約１か月後にＣＰＵ基盤の取

付けビスが緩んだことから、初期故障の可能性が

あると考えられる。 

原因 本インシデントは、夜間、本船が柴山港北方沖を航行中、推進器用電動

機を制御するコンピューターのＣＰＵ基盤が差し込み口から抜けかけて電

気接触不良となったため、同電動機が停止したことにより発生した可能性

があると考えられる。 

参考 本インシデント後、本船は、取付けビスを増締めするとともに、基盤が

抜けないようにバンドで固定する対策をとった。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・就航後は、初期故障を考慮して各取付けビス、ボルト、ナット等を適

宜増締めすること 

 




